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あかりの　やくわり

●あかり探し：身近な場所にあるあかりの存在を確認するための取り組みです。昼に体験してもかまいません。
●まっくら体験：お子さまのそばにつき、3分たったら合図をしてあげてください。部屋が完全に暗くならなくてもかまい
ません。また、あかりを作ったあとにこの体験に取り組んでもよいでしょう。もしお子さまが暗闇を怖がるようであれば、
無理に取り組まなくてもかまいません。その際は、あかりの役割についてお子さまと話をしてみてください。

●和紙は薄手のものをご用意ください。障子紙や半紙でもかまいません。なお、洋紙やティッシュペーパーはできるだけ避
けてください。懐中電灯は、長さ 20cm程度、底面の直径が 5cmくらいのものが最適ですが、厳密でなくてかまいま 
せん。懐中電灯が牛乳パックに収まらないようでしたら、大きめのペットボトルにするなど、ご家庭の状況に応じて材料
を調整してください。

●懐中電灯の代わりにろうそくなど燃えやすいものを使うと危険です。また、使用中は和紙が燃えたり熱くなりすぎたりす
ることのないよう、作品の状態や周囲の環境に十分ご注意ください。

●落ち葉や花びらなどで飾ることも可能です。折り紙や糸以外でも、ご家庭にある材料を飾りとしてご利用ください。
●のり：水＝ 1：6を目安としてください。のり水の濃度は厳密でなくてもかまいません。のりが多いと、 7で切った風船
は和紙と一緒にゆっくりしぼみます。のりが少ないと風船は一度にはじけますが、和紙があるのでほとんど飛び散ること
はありません。
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